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ぼくたちきょうから１年生

希望に胸膨らむ新入生
町内の 小中学校の 人幸式か4J ］611 、 齠? 校で開かれました　 二とし、希9! に胸ｌ ら ま

せて 人学Ｌた小.･μ|ぶ128J 、りjヽ 坂 小2卩､ ．藤川小65人．廠tl:野小19 人、 人木戸 小 人、

大技小7j､ い1111ｙlぶ211/､ です、

藤Ill･j司 瀬戸柚司校災）では．ｆどもたらか扣任の先生に率い ぷ､れて兀 気いｰ･ ぱい に入場、

い っ むのワンパクぷりはど ニヘやら、行儀よく校長先生の話に聞き人 一.てい ました．



63年度　スタート

明るく住みよい町づくりを目指して

昭
和
六
十
三
年
度
の
町
予
算
が
、
去
る
三
月
十
七
日
、
町
議

会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
十
三

億
一
千
万

円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
る
と
、
二
億
四
千
九
百
万
円
の
増
、
率
に
し

て

匸
一
・
一
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た

、
特
別
会
計
の
う
ち
、
宮
後
住
宅
団
地
会
計
に
つ

い
て

は
前

年
度

に
比
べ
る
と
一
億
三
千
四
百
二
十
八
万
円
の
減
、
率

に

し
て
七
七
・
五
％

の
滅
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
宅
団

地

が
売
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
　
　
　
入

歳

人

の
四
九

・
．．．．
．
を
占

め
る
地

力
女

付
税

は
、
前

年
度

当
初
ｒ

碌
と

比

べ
四
千

万
川

、
二
・

八
‰

増
の
卜

．
億

四
１

万
円

と
な

ＩＩ．
て

い
ま
す

町
税
収

人

は
、
自
Ｌ

財
源

の
人
半

を
占

め
、
そ
の

搆
成

費
は
歳

人
総
額

の
二
Ｌ
・
四
ｔ

．
自
Ｌ
財
源
の
し

．
・

九

％
と

な

り
、

前
壓
度

当
叨
ｒ

算
と

比

べ
六
ｆ

酉

．．．
卜
九
万

円
、

．

．・
・

Ｌ

’．
増

の
六
億

三
１

心
ハ

ト

万
円

と

な

り
ま

し
た
．

こ
れ

は
．
給
ｌ

所
得

、

固

定
資

産
税

の
仲
び

に
よ

る
も
の
で

す

自
主
財
源
は
三
八
・
一
％

歳
人
予
算
を
自
Ｌ
町
源
（
町
か
収

人
額
を
見
積
り
、
賦
課
徴
収
す
る
な

ど
、
自
Ｌ
的
に
確
似
で
き
る
収
人
）

と
、
国
県
等
依
俘
財
源
（
国
や
県
な

ど
か
ら
定
め
ら
れ
た
額
を
皃
付
さ
れ

た

り

、

割

当

て

・
ら

れ

る

収

人

ｙ

と

に

分

け

る

と

。

自

卜

財

源

は

、

暘

成

費

で

的

り
・
度

よ

り
Ｉ
　
・

ご
‥
鳥

い

。
。
べ

・

一

“
。
と

な

・
。
て

い

ま

す

町税の内訳
固定資産税

43.5％

2億7,468万円

町民税

43.0 %

2億7 , 168万円

町たばこ消費税7.7 ％

4t　 気　 脱　４.匹

税 の 負 担

固定資産税

一世帯当り

85  , 8円

個人町民税

１人当り19,866

円

※昭和63年４月卜1 の世帯歓および入口で割りだ

|.X･ 1,のです．



歳
　
　
　

出

今
年
の
歳
出
の
割
（
口
い
は
、
μ

の

と
お
り
に
な
・
。
て
い
ま
す
。

鳩
成
費
の
高
い
も
の
か
・
６
み
て
み

ま
す
と
、
十
木
費
、
総
務
費
。
教
育

賢
。
衛
生
費
と
な
り
、
四
費
目
で
（
Ｌ

体
の
八
四
・
ｋ
‥‥
を
占
め
て
い
ま
す

前
年
度
町
叨
。ｒ
Ｑ
と
比
較
し
て
、

伸
ぴ
ｔ
の
高
い
も
の
は
、
Ｌ
木
費
か

皿
Ｌ
・
ｉ
‥
。
、
こ
れ
は
、
道
路
新
設

改
良
賢
と
都
市
計
肉
費
の
増
で
、
次

い
で
農
林
水
産
叢
費
が
、
農
道
舗
叢

費
な
ど
の
増
で
二
四
・
た
・
。
の
増
、

氏

生
費

は
川

医
制

度

力
兒
巾

―・
に
よ

り
、
軽
減

似
険
料

に
紂
卞

る
・
χ
付
加

が（

’
ま
で

．
艇
会

計
を

通
・
ら
ず

川

保

余

計

に
人

・厶
‐・
い
た
む

の
か
．

．
般

会

汁
を
通

し
て
川

保
会
卜

へ
繰

り
川

Υ
関
係
卜

、

ク

．
・
『
ご
‥
の
陣

卜ｔ

一

な
り
ま
し

た
．

‐‐
万

、
減
額

と
な

‥
た
し

の
は
．

教
育
費

が
以
北

中
グ
ラ

ン
ド
整

備

と

町
民
グ
ラ

ン
ド
整

備

か
叶
乍
冖

わ

れ

た
こ

と
に
よ

り
、

匸

・

址
‰
の

滅

ま
た
、

公
債

費
も
・
气
‥
．
の

減
と
な

り

ま
し

た

費

目

ご
と
の
Ｆ

な
し

の

を
ｙ

げ
ま

し

た

▲明日の国見を担う県北中新入生

総　務　費

●川l･,凋配11ｔ

s･地 域総.ａ振 興 費

》 選 挙　 叫 知 釦ｒ ¶‘;冊

町 長選 費

･･･ls測･lii 叭改 癶凵 紿 り･一計Ｑ のｏ Ａ 化)

･･ 広 扣；に.４s6h 一費
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21･1 り'11j

2111 りjll

235jJ'!ll

19!| 万 川

農林水産業費

s･農 道 舗 装 事 業

●水iHn･ ｔ 確ヽy対策･ltｔ

● 林道 改良 乍業

s･森 林病害 虫等防 除小業

●観 九対策 下業

3.893 万円

1.7 ね‾川

1.622 り‾川

:細 万円

128万 川

公　債　費

●lf債元利償還金 2億1.096万円

商　工　費

●中小企業関係価託企

S･町商工会補助

●労働者金融対策預託金

7００町円

･100万円

255 万円



民　生　費

●保育事業

●児童手当交付愈

●重度心曲 障害者･医療費扶助

●長寿を祝う事業（敬老会、敬老睨金など）

卜 老人クラブ活動助成金

7.  5 万円

2.4 万円

840万円

342万円

101万円

教　育　費

●学岐保健対策

●吐会体育の活動推辿

●姦筋教介施設の整備

(県北中講堂床張肺工事外)

S･教育内容の充火

(小中学校教材具の叫人外)

卜 公民館活動

S･文化叶保護対策

卜･幼碓園教育

4.  版 3 万 円

2.226 万111

1.798 万 円

し 75  ｰ  ′丿 円

4961 万111

411 力･Fll

237 万 円

土　木　費

●道路整備費

卜郎市計画総務費

●河川整備賢

●道路橋梁維持管理費

●公共下水道特別会計繰出金

2 億 1  ､ 976万 円

6  ,  网万 円

4 ､  引 7万 円

4  .  7 万 円

4 ,  515万 円

衛　生　費

卜 一般住民総合検診

●各種ガン検診と予防接種

●婦人の健康づくり事業

●老人保勉特別会計繰出金

卜 公立藤旧絶介病院組合

5 万円

例 6万円

S2 万円

2,264万円

ｰ 7.7 万円

消　防　費

卜 伊達地方洲防組合負担金

●防火水槽及び防護、補修工事等

●消防車の史新、装備拡充

例 7万円

339 万円

280 万円

そ の 他 の 特 別 会 計

会　 計　 名 本 年 度 甑 前 年 度 額 比　 ， 較

国民健康保険 6 地 4.7 万円 6 億 2.88万円 l. 9 万川

老 人 保 健 ｲ 億 5.4 万円 4 他 3.83万円 2.390万円

公 共 Ｆ 水 道 6､887万円 6.0 万円 837 万円

渇水対策施設 3.7 万円 4.408万円 △628万円

貝Ⅲ簡易水道 l. 228万円 匚 0 万円 167万川

人 山 財 産 区 457万円 730万円 △273万円

育　　　 災 511万川 621万円 △HO 万円

藤 川 財 産 区 466万円 281万円 185万円

大木戸財産区 31万円 39万円 △8 万円

宮後住宅団地 3. 圏 9万円 ｰ 7.3  買万川 △ｰ 3.428万円

水　道　事　業　会　計

抖　　　 目 本 年 度 額 前 年 度 額 比　　 較

収益的

収入 1 億 4.019万円 1億3,994万円 25万円

支出 1 2.473 万円 893万円 I  ､ 5 万円

資本的

収入 O円 o円

支出 604万円 710万円 △106 万円

資本的収入額が資本的支出に対して不足する額 6 万円

は、過年度分損益勘定糾保資金および減債積立金で補て

ん。



ふるさとの文化財

4

9
経 ケ 岡

菊　池　利　雄

厚
樫
山

の
東
綻

、
旧

奥
州

道
中
の

国

見
峠
周

辺

に
経

ヶ
川

な
る
地

名
か

残

さ
れ
て

お
り

、
文
治

五
年

（
一

一

八

九
）

の
奥
州

合
職

に
鎌
介

軍
と
信

夫

庄
石

那
坂

に
戦

い
、
畋

死

し
た
佐

藤
基

治

一
族
の

首
級
を

梟

ら
し

た
所

と
さ
れ

る
。

『
吾
妻

鑑
』

の
文

治
五
年

八
月

八

日

の

条
に
は
・
『
奉

衡
｛
四
叫
叫
凶
蘓

｝

の

郎
従

、
信
夫

の
佐
藤

庄
司
（
基
治

）

翦

必

Ｆ

９

婪

雷

太
郎

高

経
、
伊

賀
良
日

七
郎

高
爾
等

を
相

具

浅

才

馮
坂

詣

？

の
上

に
陣

し
ヽ

潼
に

逢
隈
の
河

水
を
共

の
中

に
懸
け

入
れ
、

柵
を
引

き
石
弓

を
張

コ

、
、

討
手
を

相
待

つ
、
こ

こ
に
常

陸
入

道

念
西
の

子
息

、
常
陸

冠
者
為

宗
、
Ｍ

次
郎
為

重

。
同

。一一
郎

資
綱
、

同
四

郎

。４
Ｉ
　
　
　

Ｉ
』『

為
家
等

、
潜

に
甲
胄

を
秣
の

中

に
扣

具
し
て

。
伊
達

郡
沢
原

自
認

い
ぴ

の
辺

に
進
み

、
光

立
て

矢
石

を
発

つ
、

佐
藤
庄

司
等
死

を
争

っ
て
鯲

み
戦

ふ
・

為
重
、

資
綱

、
為
家
等

疵
を

乢
る
ヽ

然
れ
ど

も
為
宗

殊
に
命

を
忘

れ
て

、

攻
め
職
う

間

、
庄
司
己

下
宗

の
者

十

八
人

の
首

、
為
宗

兄

弟
こ
れ
を

嶝
で

、

阿
津

賀
志

山
の
ｈ

経
ヶ
岡

に
Ｑ

ず

る

也
云

々
Ｊ

と
あ

る
。

藤
原

泰
衡
は

源
頼
朝

の
串

い
る
鎌

倉
軍
を

迎
撃
し

、
本
拠

地
半

泉
へ

の

進
攻
を

阻
止
す

べ
く

、
鎌
价

か
ら

陸

與
国

に
通
じ

る
中

仙

道
が
。
伊

達
郡

か

ら
刈

旧

都
に
越

え

る
阿

津
刈

志
山

に
、

堅
固

な
防

御
陣
地

（
楯
）

を
脾

築
し

て
庶

兄
の
藤

原
川

衡
を
総

大
将

に
、
こ
万

騎
の
軍

兵

を
差
添

え
て

こ

れ

に
崗
え

せ
し

む
る

と
と

も
に
、
そ

の
前

術
の

砦
を

福

鳥
盆
地

の
入

川
、

信
人

郡
石

那
収

に

築

い
て

、

Ｊ
族
で

あ

る
飯
坂

の
人
八

城

缸
佐

藤
雌
治

を

し
て

謾

ら
し
め

た

。

石

部
坂
と

阿
沖
賀

志

山
の
戦

が
始

ま
る

の
は
、

同
じ

八
月
八

日
の

こ
と

と
さ

れ
る
か

、
地

理
的

に
み
れ

ば
石

那
坂
で

ま
ず

戦
闘

が
お
こ

り
、

佐
藤

氏
を
破
・

た
謙
を
軍

が
岡

見
の

地
に

向
か

っ
た
と
み

る

べ
き
で

あ
ろ
う

し
、

こ
の

戦

い
で

佐

藤
基

治

。
挨

卜

八

人
を
封

ち

と
る
な

ど
、
抜

群
の
功

の

あ
っ

た
の
は

、
常
陸

国
伊

佐
庄
一一
一

い
雌
一
の
注
人
ヽ

常
陸

人
道

念
西

９^
一

″
嘔

黯

）
父
ｆ
で

あ

孑

、
そ

の
４

級
は

阿
津
賀

志

山
上
の
経
ヶ

岡

に
鳥

ら
し

た
と
あ

る

。

Ｑ

首
刑
は

首
を

衆
目

に

さ
ら
し
て

、

刑
罰

の
戚
嚇

的
効

果
を

ね
ら

っ
た
も

の
で

、
山
上

に
烏

ら
す

こ
と
は

意
味

が
な

く
、

む
し

ろ
人
通

り
の
多

い
衡

道
沿

い
の
鰻
ヶ

圖
の
地

こ
そ

。
梟
首

の
刑
場
と
’
そ

適
切
で
あ
ろ
う

。
し
か

し

「
再

耜
鑑

」

の
丈
治

五
年
十

月
二

日
の

条
に

、『
囚

人
幡
藤

庄
司
、

名
取

郡
耐

、
熊

野
別

當
、
厚

免
を
蒙

り
各

々
本

所

に
帰
さ

る
云

々
Ｊ

と
あ

り
、

鼠
治

は
石

那
坂

の
職
で

戦
死
し

た
も

の
で

は
な

く
、

捕
わ

れ
た
か

後
に
許

さ

れ
て
本

所
飯

坂
に
帰

さ
れ
て

い
る
。

経ヶ岡位置図

教
職
員
の
人
事
異
動

四
月

一
日

付
（

）
内

は
旧

任

退
　
職

▽
鼻

田
貞

】
（

県
北
中

校
畏

）

▽
北

鳥
誠
倖

（
藤

田
小
）

▽
吉
原
刀

（
小
坂

小
）

▽
狩

野
陽
子

（
森
江

野
小

）

▽
仲

町
聡

美
（
人
木
戸
小
養
護
助
教
諭
）

転
　
出

▽
福
鳥
市
立
松
川
小
教
頭
（
森
江
野

小
教
頭
）
石
幡
済
朗
　
▽
桑
折
町
立

醸
芳
小
敦
頭
（
小
坂
小
教
頭
）
泉
濆

▽
福
島
市
立
東
渦
野
小
敦
頭
（
藤
田

小
）
加
藤
久
嗣
　
▽
保
原
町
立
上
保

厚
小
（
藤
田
小
）
奥
山
昌
子
　
▽
保

原
町
立
大
田
小
（
藤
田
小
）
佐
藤
文

子
　
▽
相
馬
市
立
日
立
木
小
（
藷
ｍ

小
）
佐
々
木
か
お
る
　
▽
福
鳥
市
立

飯
坂
小
土
事
（
藤
田
小
主
事
）
柳
沼

欠
喜
子
　
▽
保
原
町
立
保
原
小
（
森

江
野
小
）
冨
田
弘
子
　
▽
保
原
町
立

桃
陵
中
（
県
北
中
）
遠
藤
進
　
▽
福

鳥
市
立
信
険
中
教
頭
（
県
北
中
）
羽

根
Ⅲ
勉

転
入
お
よ
び
新
採
用

▽
県
北
中
校
艮
（
常
葉
町
立
山
根
小

校
長
）
菅
原
弘
　

▽
森
江
野
小
教
頭

（
霞
山
町
立
小
国
小
教
頭
）
臈
本
幹

夫
　
▽
小
坂
小
教
頭
（
保
原
町
立
保

原
小
）
堀
江
通
　

▽
藤
田
小
（
保
原

町
立
柱
沢
小
）
安
齋
美
和
子
　
▽
藤

田
小
（
白
沢
村
立
和
川
小
）
坂
本
尚

子
　
▽
荏
田
小
（
須
賀
川
市
立
稲
田

小
）
高
野
孝
男
　
▽
膝
田
小
（
相
馬

市
立
中
村
第
二
小
）
増
子
捷
子

▽
小
坂
小
（
梁
川
町
立
白
根
小
）
菊

田
保
　
▽
森
江
野
小
（
保
原
町
立
保

原
小
）
木
村
厚
災
　
▽
森
江
野
小

（
本
宮
町
立
本
富
小
）
佐
藤
は
る
み

▽
県
北
中
（
新
採
用
）
石
井
由
紀
忠

▽
県
北
中
（
新
採
用
）
渡
部
朋
史

▽
大
木
戸
小
養
護
教
諭
（
猪
苗
代
町

立
吾
毒
第
二
小
）
柳
沼
真
弓
　
▽
藤

田
小
主
事
（
郡
山
市
立
郡
山
第
五
中

主
事
）
佐
藤
俊
子
　
▽
藤
田
小
（
講

師
）
八
巻
弘
子
　
▽
森
江
野
小
（
講

師
）
渡
邊
か
ほ
る
　
▽
県
北
中
（
講

師
）
齊
藤
徹



町
職
員
の
人
事
異
動

～
一
部
機
構
改
革
～

農
林
上
木
係
を
新
設
、
生
活
環
境
係
を
廃
止

お
世
話
に
な
り
ま
し
た原田 金蔵さん佐騒 秀雄さん

町
職
貝
の
人
事
異
動
か
四
月
一
日

付
で
兇
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
同
は
、
人
事
異
動
に
併
せ
て
一

郎
機
牌
改
革
が
行
わ
れ
。
産
業
課
内

に
農
林
土
木
係
か
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
。
総
務
課
の
生
活
環
境
係
が

廃
止
さ
れ
、
消
防
・
防
犯
は
総
務
課

庶
務
係
、
交
通
安
全
・
消
費
占
行
政

は
企
画
課
企
肉
係
、
公
害
対
策
は
保

健
課
保
倣
衛
生
係
か
そ
れ
ぞ
れ
担
当

し
ま
す

。

退
　
職
　

（
　

）
内
は
川
任

▽
原
田
金
蔵
（
介
画
課
長
）

▽
佐
藤
秀
雄
（
総
務
ａ

庶
務
係
）

異
動
お
よ
び
昇
格
　
こ

内
は
川
任

▽
教
育

次
妊

｛
公
民

郎
艮

｝
坏

砂
研

．一
　

▽
公
民

鯨
艮

｛
藤
川

保
育
噺

妊
｝

山
田

久
　

▽
総
務

課
上
幹

（
教
育

次

長
）
佐

藤
春

火
　

▽
ぺ
に
肉

課
長

（
総

務
課

主
幹
兼

畷
務
係

長
）
佐

竹
弘

治

▽
蒔
田

保
育

所
十
幹

検
保
斤

所
艮

心

得
｛
藤

川

保
育
所
主

任
似
母

｝
天

野

英
子
　

▽
住

民
課
主
幹

燎
年

金
係

長

（
住
民

課
乍

金
保
長

）
佐
藤

幸
子

▽
橡

務
課
庶

務
係
長

（
同
財

政
係

長
一

占
田
孝

夫
　

▽
総
務

課
叶
政

係
長

（
建
殴

渫
都
市
整

備
係

艮
）

高
橘
弘

信
　

▽

建
般
課

都
巾
整

伽
係

妊
｛
住

民
課
福

祉
係

長
｝
佐

久
川
靖

明

▽
脱

務
課
徴

収
係
長

（
傑

勉
課

保
健

衛
生
係

長
）
佐

藤
光

一
　

▽

公
民

館

嘔

業
係
長

（
住

民
課

卩
躇
住

民
係

長
）

商

礦
．出
人
　

▽

産
農

課
農
林
Ｌ

木

係

妊
（
税

務
課
固

定
資

産
係
妊

）
菊

地

孝
占
　

▽
介
叫

課
介

叫
係
長

（
公

氏

館
乍
業

係
妊
）

占

川
心
盻
　

▽
脱

務

諜
固

定
資

産
係

長

（
総

務
課
生

活
環

塊

係
災

）
小
池

芳
叭
　

▽

住
氏
諜

福

阯

係
長

（
建

設
課
竹

即
係

妊
）
小

野

智

義
　

▽
公

氏
館

体
育
係

（

　ま

課
徴
収
係

長

）
占
川

比
司
　

▽
化

民

課
戸
躇
化

民
係

長
｛

公
民

館
体
育

係

長
｝
奥

山
師
友
　

▽
教
ｓ

幸
校
教

育

係
長
｛
会

叶
室

川
納

係
ｋ

｝
占

川
輝

雄
　

▽
会

叶
令

出
納

係
長

（
教
ｌ

学

皎
教
介
係

長

）
占

Ⅲ
俊
江
　

▽
建

設

課
竹

理
係

長

（
産
蒭

誄
ａ

地
係
長

）

渋

谷
和
洋
　

▽
似
健

課
保

健
衛
ｔ

係

妊
｛
介

画
課
企

画
係

長
｝
武
1
1
1幹

廴

▽
藤
1
1
1保
育
所
Ｌ

任

限
は

（
同

保
は
）

木

川
柄
ｆ
　

∇

産
鰲

課
農
地

係
長

（
闘

農
地

係

）
安

川
博

．．．

▽
建

世

課
辿
設

係
（
県

北
中

事
務

）
中

野
成

ｆ
　

▽

県
北
中

事

務
（
建

設
課
建

設

係
）
人
波

サ
ト

Ｆ
　

∇
税

務
課
徴

収

係

（
議
会

心尹
睛
Ｑ

）

浪
辺
ア

ヤ
ｆ

▽
保
健

課
傑
健

衛
生

係
（
４

汪

野
小

巾

務
）

喰
藤
幸

江
　

▽
保
健

課
閥

保

係

（
介
画

課

広
報

広
聴
係

）
佐
藤
和

夫
　

▽
４

江

野
小
湊

睛
（
脱

務
課

徹

収
係
）
菊

地
慨
ｆ
　

▽
企
画

課
広

報

広
聴
係
｛

保
健

犀
閥

保
係
ｙ

小
西

毒

４
　

∇

産
梟
謹

農
林
Ｌ

木
係

（
世

設

課
哇
汲

係
）

佐

野
功
　

∇

産
ｔ

浬
農

林
ｈ

豕

係
（
同

産
業

係
）
村
Ｌ

健

一

▽
企
画
課
介
両
係
（
保
健
課
保
健
衛

生
係
）
松
浦
昭
‐１
　
▽
産
業
課
ａ

地

係
（
同
産
梟
係
）
羽
侠
洋
一
　
▽
総

務
蹂
庶
務
係
（
同
生
活
環
境
係
）
鈴

木
哲
也
　
▽
森
江
野
幼
稚
園
教
諭

’藤
川
幼
碓
園
教
諭
｝
占
内
君
恵

福
島
県
婦
人
教
育

指
導
員
に
亀
岡
さ
ん亀岡　ツヤさん

川
川
一
Ｈ
け
で
亀
岡
ッ
ヤ
さ
ん
が

｛
川
内
ｙ
福
鳥
県
婦
人
教
斤
桁
４
ｆＵ

に
伍
命
さ
れ
ま
し
た
　
特
に
県
北
地

Ｋ
を
担
当
さ
れ
、
地
城
の
婦
人
教
育

に
関
す
る
巾
ｔ

を
指
導
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
十
。

現
在
ま
で
婦
人
学
級
の
委
八
長
、

乳
幼
児
学
級
の
ボ
ラ
ン
テ
ｙ
ア
活
動

な
ど
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
「
磐
々
の
会

」
の
県
北
支
郎
の

役
Ｕ
お
よ
び
岡
兄
町
の
女
部
長
の
職

務
に
あ
り
、
当
町
の
社
会
教
育
の
推

進
に
対
し
て
纃
極
的
に
援
助
活
助
を

地
め
ら
れ
て
お
り
ま
１
。

ご

あ

い

さ

つ

最
近
皆
さ
ん
か
。
’

生
き
か
い
を
も

い
た
心
慳
か
な
生
活
」
を
志
向
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
什
‐二

、
、
生

涯
学
習
に
対
す
る
関
心
や
、
意
欲
か

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
情
勢
の
中
で
。
そ
れ
ら
の
学
習
課

題
に
応
え
る
た
め
、
社
会
教
育
の
あ

る
べ
き
姿
を
求
め
な
が
ら
、
地
城
の

実
態
に
対
応
し
て
、
実
践
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

一
生
涯
教
育
』
も
新
し
い
ａ

葉
で

は
な
く
な
り
、
吐
会
に
通
川
す
る
言

繋
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴

り
て
、
社
会
教
育
の
亟
要
件
と
い

う
も
の
が
、
生
搾
教
育
の
仗
場
か
ら

兇
直
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
教
青
を
進
め
る
う

え
で
の
閑
難
さ
は
、
年
毎
に
大
き
く

な

Ｊ

‘
い
る
の
む
小
尖
で
す
。
せ
『

か
く
の
計
画
も
、
低
成
長
経
済
の
中

で
は
、
時
折
足
ぷ
み
を
せ
ぎ
る
を
え

な
い
こ
と
も
、
多
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
吐
会
教
育
と
は
な
に
か
、
生

涯
教
命
休
制
と
は
な
に
か
を
侠
本
か

ら
片
え
直
し
て
。
社
会
教
青
の
違
む

べ
き
方
向
を
し

っ
か
り
と
把
握
し
た

時
に
こ
そ
、
本
当
の
地
域
住
民
の
た

め
の
吐
会
教
育
か
展
開
さ
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ

い
ま
す
か
、
婦
人
教
青
指
導
八
と
し

て
の
自
覚
を
も
『

て
、
努
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。



媒
酌
人
に
感
謝
状

～

農
業
後
継
者
対
策
協
議
会
～

三

月

卜

八

日

、

町

役

場

で

、

農

業

後

継

者

へ

の

媒

酌

を

晧

め

ら

れ

た

方

に

対

し

、

感

謝

状

附

呈

式

か

行

わ

れ

ま

し

た

．

こ

の

日

感

謝

状

を

受

け

た

の

は

．

国

見

町

の

農

業

後

継

者

の

媒

励

人

と

ｔ

て

尽

力

さ

れ

た

、

町

内

、

町

外

の

媒

酌

人

卜

四

人

で

、

そ

れ

ぞ

れ

が

、

町

の

花

嫁

、

後

継

ぎ

右

足

解

消

に

功

績

の

あ

っ

た

方

々

で

す

．

町

農

豪

委

八

会

で

は

、

豊

か

で

・
つ

る

お

い

の

あ

る

町

づ

ぐ

り

の

担

い

ｆ

確

保

と

し

て

、

こ

れ

か

ら

の
ａ

ｉ

経

営

に

、

拾

い

剛

意

と

Ｉ匚

廴

を

生

か

し

．

町

の

発

展

を

め

ぎ

す

た

め

、

農

業

後

継

４

　
↑

　
：

　
三

　
よ

を

組

織

し

、

積

極

的

に

農

家

の

嫁

．ｔ

足

の

解

消

に

あ

た

‥

て

き

ま

し

た

．

表

彰

式

の

あ

と

、

糾

破

会

か

行

わ

れ

、

よ

い

後

継

抒

、

配

偶

者

を

確

保

し

よ

う

と

話

し
（

口

い

ま

し

た

．

現

在

、

国

口
｀
町

の

心

婚

の

農

業

後

継

荐

は

、

一

．
卜

歳

代

で

一
：｛

‥
‥
・
．
卜

川

廴

、

．
．
．
卜

磯

以

上

で

百

円

十

．

人

の

（

口
計

．
．
．
ｆ冂

ぺ

十

瓦

＆

も

の

未

婚

の

み

が

い

ま

す
　

そ

の

数

は

男

性

か

多

く

、

女

仕

が

．卜

足

し

て

い

ま

す

．

こ

の

た

め

、

出

席

者

の

方

か

ら

は
　

『

他

町

村

か

ら

の

花

嫁

確

保

の

た

め

、

交
流
の
場
な
ど
を
つ
く
り
、
積
価
的

に
取
り
組
む
こ
と
か
大
切
」
「
推
進

Ｕ
の
力
々
や
町
か
貞
剣
に
収
り
祖
ん

で
し
、
即
。
解
消
す
る
む
の
で
な
ぐ
、

本
人
の
自
覚
と
家
族
な
ど
の
話
し「
日

い
に
よ
二

、
、
家
庭
環
境
を
改
凉
‥
ず

る
な
ど
の
贖
極
的
姿
勢
か
あ

い
て
こ

そ
実
を
桔
ぷ
む
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
の
意
阯
か
だ
さ
れ
ま
し
た

７
後
も
、
相
談
員
の
活
勧
と
、
地

城
の
万

々
の
佃
模
的
な
協
力
を
お
願

い
し
、
一
紙
で
も
多
く
の
後
継
者
の

硫
保
、
ヵ

。
プ
り
の
誕
乍
を
噸
い
、

町
゛
業
後
雛
者
媒
酌
廴
へ
の
感
謝
状

贈
呈
式
を
閉
じ
ま
し
た

あ吉田会長から媒酌人に５ 魂状

佐藤 忠美さん

副
団
長
に

佐
膝
忠
美
さ
ん

～
消
防
団
で
辞
令
交
付
式
～

四

り

．
卜

消

防

団

の

辞

令

交

付

式

か

冖
‥
わ

れ

ま

し

た

（

’
川

は

四

－

年

余

り

の

川

防

堅

を

仔

す

る

、

人

波

治

川
″
副

川

長

｛

徳

汪

幸

．ｆ
ｍ
神

前

．・

を

は

じ

め

卜

名

の

万

ふ
ヽ

が

叭

迦

さ

れ

ま

し

た

後

任

の

副

団

長

に

は

、

第

一

．
分

川

長

を

つ

と

め

て

き

た

佐

藤

忠

心

气
‐
え

（

藤

川

字

だ

Ｅ

畑

）

が

枇

任

い

た

し

ま

し

た

．

阿

部

川

妊

か

・
６

人

波

剛

団

災

に

退

任

辞

令

か

、

ま

た

後

伍

の

化

藤

剛

川

長

に

粫

仟

辞

令

か

夊

け

き

れ

ま

し

た

人

波

剛

川

長

か

．は

じ

め

、

勇

退

さ

れ

ま

し

た

皆

き

ん

、

艮

い

間

は

ん

と

う

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

．

な

お

．

阮

体

制

の

皆

さ

ん

は

次

の

ｌ
・
お

り

で

す

（
敬
吽
略

）

川
長

剛
川
長

阿
部
恒
廴

佐
林
忠
瓦

教
養
分
団
輿
　

林
　
朷
男

″

副
分
団
雌

高
橋
　
勾

第

．
分
川
長
　

仲
野
周
‐‐
郎

副
分
団
．長

渡
辺
μ

助

第
．
．
分
1
4
1
長
　

菊
地
昭
ｆ

″

剛
分
団
長
　
須
川
竃
一

第
．．．分
団
長
　

村
Ｌ
公
川

″

剛
分
川
長
　
近
野
富
多

第
四
分
川
長
　

後
藤
Ｍ
呻

”

副
分
団
艮

斎
藤
栄
．司

第
．卜
分
川
長
　

佐
藤
卍
己

”

川
分
川
長
　
畩
野
　
巌

駐
在
所
の
人
事
異
動

菊
川
巡
査
が
蔚
任菊 田 巡 査

川
川
か
ら
、
藤
川
駐
在
川
に
、
菊
1
1
1

笑
俊
巡
慳
か
む
任
し
ま
し
た

恥
川
さ
λ
は
、
福
島
巾
縵
拜
の
機

動
隊
か
ら
の
転
任
で
Ｉ
．－

四
峻
　
ス

ボ
ー
ツ
は
な
ん
で
む
こ
な
し
、
特
に

柔
道
が
得
意
だ
そ
う
で
す
　
轟
汪
野

地
Ｋ
を
担
当
し
ま
す
の
で
、
地
Ｋ
の

皆
き
λ
よ
ろ
Ｌ
く
お
願
い
し
ま
す

サクラ

桜
は
わ

か
川
で
は

ｆ
安
時
代

か
ら
春
の

花
の
代
表

と
し

て
親

し
ま
れ

て
き

ま
し

た
、

和
歌

や
俳

句
で

『
犯

』

と

い
え

ば
、

桜

の
柁

に
限
ら

れ
て

い
る
ほ

ど
で
す

。

た
だ
し

Ｉ
サ

ク
ラ

］
と

い
う

。ｄ
葉

は

。
犯

の
ほ
か

に
も

い
ろ

い
ろ
な
愈

味

に
使

わ
れ
て

き
ま
し

た

。
た
と
え

ば

「
桜
肉

」
略

し
て

「
桜

」
と

い
え

ば
、
馬
肉

の
こ

と
一

色

か
桜

色
だ

か

ら
つ

い
た
俗
称
で

す

。

汢

。尸
時
代

の
劇
場
で

、
幀

ま
れ
て

役
矜

に
声
を

か
け
る
Ｕ
‘物
＆

か

一
。サ

ク
ラ

」
と
吁

ば
れ

た
の
は

、
化
阯

と

同

様

た
だ
で
日
｀
ら

れ
た
か

ら
で
し

た
。

露

店
な

ど
で

客
を

装

二

ヽ
買
一一

ふ

り
を
ｔ

、
他

の
客

の
購
買

欲
を
誘

う

業
膏

仲
間

を

「
サ

ク
ラ

」
と

い
う

の

ｔ

、
芝

居
の

・、サ

ク
ラ
い

か
ら
き

た

と
さ

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
語
源

に
つ

い
て
は

一
作

労
』

と

い
・
つ
漢

語
か
・
６
と
す

る
翼
説

か
あ

り
ま

し

た
。
ま

た
、
江
戸

前
期

の
褝

削

鉄
眼
陣

師
か
人

破
経
を

刊
行

し
た

時

、
版
木
川

の
桜

犲
か

夲
足
し

た
た

め
桜

の
生

木
を
蛄

れ
恥

と
吽
し

て
切

ら

せ
た
こ

と
か

ら
、
知

ら
ぬ

ふ
り
を

し

て
仕
事

を
助
け

る
こ

と
を

「
桜
仝

切

る
い

と
吁

ん

だ
の

に
始

ま

る
と

い

う

別
な

説
が
あ

り
ま
す

が
、

い
き
さ

か

説
得

力
に
欠
け

る
よ

う
で

す
『
。



身
体

障

害
者

補

装
艮

相

談
会
の

お

知

ら

せ

身
体
障
害
者
の
姉
装
具
相
談
会
が
、

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

補
装
具
な
ど
で
困
っ
て

い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
、相
談
会

の
内

容

○
補
装
具
処
方
相
談

二
、

日
時
お
よ
び
場
所

０
５
月
1
7
口
｛

火
｝
1
0時

か

ら
正
午

一
弓
　

持
参

す
る
も

の

○
身
障
者
手
帳
（
戦
傷
手
帳
）

○
保
険
証

○
印
鑑

国
保
高
額
医
療
資
金
の

貨

し

付

け

四
月
一
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

の
高
額
磯
養
費
の
支
給
を
見
込
ま
れ

る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
高
額
療

養
費
の
支
給
を
受
け
る
ま
で
の
間
、

当
該
療
養
費
の
支
袷
に
係
る
腺
養
に

妻
す
る
費
川
を
支
払
う
た
め
の
、
資

金
を
巾
研
に
よ
り
貸
し
出
す
制
暖
で

す
。貸

付
基
金
　
三
〇
〇
万
円

貸
付
金
に
は
利
息
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
と
は

近
年
、
医
学
の
進
穆
は
著
し
く
、

精
密
な
医
療
機
器
や
高
度
な
技
術
か

開
発
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

っ
て
医
療
費

も
商
額
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
弘

た
ち
は
、
医
簾
費
の
三
〇
％
（
退
職

被
保
険
者
は
二
〇
％
）
を
医
療
機
関

の
窓
口
で
支
払

い
ま
す
か
、
そ
の
額

は
大
き
く
、
側
人
で
負
担
す
る
の
か

困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
一
定
額
以
上
の
医
療

費
は
。
国
保
が
負
担
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
の
か
商
韻
医
療
費
の
制
度
で
す
。

高
額
療
養
費
は
こ
ん
な
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す

二

人
の
被
保
険
者
な
ど
か
、
同
じ

月
に
岡
じ
病
院
な
ど
に
重
万
四
千

円
（
住
民
税
非
課
脱
世
帯
の
人
は

三
万
円
）
以
上
の
自
己
負
担
分
灰

療
費
（
保
険
診
療
分
）
を
支
払

’

た
場
合
、
五
万
四
千
円
を
超
え
た

額
は
全
額
、
国
保
が
あ
と
で
払
い

戻
し
ま
す
．

二

つ
の
世
帯
で
高
額
医
療
費
に
該

当
す
る
医
療
賢
を
年
四
回
以
上
支

払
っ
た
掛
合
は
、
四
回
日
以
降
か

ら
三
万
円
以
上
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
は
二
万
一
千
円
以
上
）
を
超

え
た
額
は
全
額
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

療
養
に
要
す
る
期
間
が
、
相
当
畏

く
、
し
か
も
一
定
の
商
額
な
治
療

を
継
続
し
て
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
血
友
病
と
、
人
工
透
析
か
必

嚮
な
慢
性
じ
ん
不
令
に
つ
い
て
は

『
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
』
の
交

付
を
受
け
る
と
、
一
ヶ
月
一
万
円

以
内
の
支
払

い
で
す
み
ま
す
。

高
額
医
療
費
の
手
続
き

高
額
医
腺
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、

高
翻
療
養
費
支
給
申
請
窰
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
請
に
は
、
印

鑑
と
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
よ
’が

必

要
で
す
。
な
お
、
次
の
点
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

①

戰
月

ご
と
に

計
算
し

ま
す

。

②

入
院
、

外
覈

、
歯
科

は
わ

け
て
計

算
し
ま

す

。

③
差

額

ベ
ッ
ド

代
や

。
歯
科

の
自
由

診
療

費
な
ど

は
対

象
に
な

り
ま

せ

ん

。

④
総

合

病
院
の

各
診

療
糾
は

別
の

病

院

と
し

て
扱

い
ま
す

。

た
だ
し

、

入

院
患

者

が
他
の
科

の
診
療

を
受

け

た

と
き
は
（
口
算
し

ま
す

。（
そ
の

場
合

で

も
歯

科
は
別

）

※
国
保
の
お
川
い
合
わ
せ
は
、
保
健

踝
岡
保
係
へ
（
Ｓ
八
麗
－
一
二

一
一

内
線
一
四
三
）

福
島
県
税
収
務
所
か
ら
の

お

知

ら

せ

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
．

昭
和
6
3年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

は
、
５
月
3
1日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
．
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
．

忘
れ
ず
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
．

ま
た
．
自
助
市
税
を
完
納
し
た
と

き
は
、
納
税
証
明
書
の
つ
い
た
領
収

書
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
．
こ
の
納

脱
証
明
書
は
、
車
検
を
受
け
る
時
に

必
嘆
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
車
検
証
と
い
っ
し

ょ
に
保
瞥

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

な
お
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
福
島
県
税
事
務
所
（
一

二
一

一

一
一
一
一
内
線
三
四
一
三
～
三
四

二
二
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

委

託

状
況

届

の
提

出
を

忘
れ
ず
に
!
!

製
造
・
加
工
業
者
な
ど
で
．
製
品

の
加
工
を
寒
内
劣
働
者
（
内
職
者
）

に
発
注
し
て
い
る
乍
業
主
（
委
託
者

と
い
い
ま
す
）
は
、
毎
年
４
月
一

日

現
在
の
家
内
劣
働
者
数
を
、
４
月
3
0

卩
ま
で
に
「
委
託
状
況
届
」
に
よ
り

所
轄
劣
働
基
準
監
督
署
畏
を
経
由
し
、

隔
島
劣
働
从
凖
局
長
に
届
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
て
い
ま
す
．

今
年
も
凧
出
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
．
所
定
の
用
紙
は
、
労
働
保
険
年

贋
更
新
川
紙
と
と
も
に
封
入
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
各
労
働
鵬
準
監
督
署
に

も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
桶
の
年
度
更

新
事
務
と
同
時
に
届
出
く
だ
さ
る
よ

う
む
頤
い
い
た
し
ま
す
．

福
鳥
労
働
基
準
冊

行
楽
期
に
お
け
る

事
件
事
故
を
防
止
し
よ
う

～
春
の
防
犯
運
動
～

南
の
方
か
ら
、
桜
の
便
り
か
続
々

と
届
く
季
節
か
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
行
楽
や
農
作
業
な

ど
で
家
を
留
守
に
し
た
り
、
花
見
で

飲
酒
す
る
機
会
も
多
く
な
り
、
事
件

事
故
か
多
発
し
ま
す
。

県
警
で
は
、
桜
の
閧
花
期
と
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に

こ
打
楽

期
に
お
け
る
事
件
事
故
防
止
活
動
”

を
実
施
し
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
、
犯
罪
や
事
故
の

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
を
進
め
ま
し

今

月

の

納

税

祠
４

ｊ

．

川
托

爐

吸

牟
Ｉ

Ｒ

｛
Ｉ

｛

剛

｝

ｊ

纃

吃

の

町
で

す

。

忘

れ
ず

に
栖

閹
内

に

穹

纃
？
ｉ

ｔ
』
。・
‐
７

。

０

お

し

ら

せ

今
ｌ

ａ

肖

ｉ

食

１

阿
の

心
紆
魯
Ｉ

七
の
ｑ

｀
・

す

哨

毟
ｌ

―
愕

の

納

罵

’
蜀

．
―

】

か

‘
ｉ

り

ヽ

に

な

り
ま

す

の
で

’・
ｒ

希
；

だ
・
き

い
．



国
見
町
防
霜

対
策
本
部
を
設
置

町
で
は
、
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を

遅
霜
か
ら
守
る
た
め
、
町
の
関
係
農

業
団
体
で
町
防
霜
対
策
本
部
（
本
部

長
、
菊
地
政
治
町
長
）
を
、
四
月
七

日
に
般
置
し
ま
し
た
。

霜
が
降
り
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

本
部
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

報
い
た
し
ま
す
か
。
深
夜
に
わ
た
る

場
合
か
多
く
。
ご
迷
感
か
と
思
い
ま

す
か
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
降
霜
の
時
は
重
油
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
か
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
翌

朝
の
洗
た
く
物
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

遅
霜
の
被
害
を
最
少
限
に
す
る
た

め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
期
間
は
、
四
月
匕
日
か
ら
五
月
三

十
一
口
ま
で
で
す
。

防霜対策本部班編成表 ａ は慶 疂

啀名 氏　　 名 竃話番号 班名 氏　　 名

１
○佐藤　 政弘

羽根　禅一
佐藤　　力
賓沢　　功

8S
－

8S
－

8S
－

85－

497
707
340
847

４

ｏ 安田　賻
２

僅野　 功

佐幕　刊夫
高槍　香寿

85
－

8S
－

8S
－

85－

906
862
937
377

２
●萄地　孝古

斎藤　文男
佐藤　浩章
佐藤　　武

85 一

85
－483S

77－5222
ｰ 4

Ｓ
○引地　由齶

古内　賢蔵
宍戸　　撒

恭一22

85  ー46
8S－S7a3

３

＠村上　健一

小池　 令古
佐藤　禎

一
小林　裕一
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8S
－3126
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６
○安藤　信屶
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横山　

Ｓ良
佐藤　良一
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－
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－

77－
85－

3a5
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労
働
保
険
の

年

度
史

新

の
お

知

ら
せ

参
業
主
の
皆
さ
ん
、
昭
和
6
3年
度

の
労
働
保
険
の
年
座
更
新
會
す
る
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
．

４
月
初
め
に
川
、
ま
た
は
県
か
ら

送
付
さ
れ
る
申
告
耆
川
紙
と
記
人
要

領
を
よ
く
お
註
み
い
た
だ
い
て
．

５
月
1
5日
ま
で
に

今
年
は
５
月
1
5日
か
卩
曜
の
た

め
５
月
1
6日
ま
で
と
な
り
ま
す
．

自
主
申
告
、
自
主
納
付

を
賊
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
‥刈
、

劣
働
基
準
監
督
薯
、
福
島
劣
働
基
準

Ｑ
ま
た
は
県
雇
用
保
険
課
に
．
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
噸
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
期
日
ま
で
に
申
告
で

き
る
よ
う
　
貫
金
台
帳
な
ど
　
を
整

備
し
て
お
か
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

福
鳥

劣
働
基

準

局

福
励
県
商
工
労
働
部

安
全
へ

つ
な
ぐ
老
い
の
手
幼
い
手

Ｉ
春
の
全
Ｎ
交
通
安
令
運
動
～

運
動
期
聞
　
４
月
６
卩
か
ら
1
5日
ま

で
の
十
口
間

遠
勤
の
重
点

一
．子
供
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

气
二
輪
車
の
交
通
参
故
防
止
、
特
に

青
年
運
転
膏
に
よ
る
無
謀
迎
転
の

追
放

一
气
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ペ
ル

ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
贅
川
の
徹
底

戸籍の窓口
（３月受 付分）

出生おめでとうございます

！　　　 子 の 名 諢 旛 者　 部 落
ｌ光　子（み つ こ）阿部 和夫　大 ＊ μ
！襦　貴（ゆ う き）佐久閥裕一　宮 町 北
千゚亜紀（ち あ き）伊東　美好　駅　 前

１　真 （ま こ と）若林= や繼 泉 田 中
紹　耆（ゆ う か）央戸　節夫　 泉 田 下

I遭　耆（は る か）宍戸　節夫　泉 田 下
春　喬（は る か）中田　幸司　石毋田S111
千　●｛ち は る｝山口　秋夫　 大　 堋

奪 （め ぐ み）高原　善昭　＊　 町
史 絵（ふ み え）Ｅ＊　 武 山 崎 細
悛　申ほ しゅき）訛譯賢次郎　睹 江 北
孝　池（たかひろ）佐鑠　光夫　潭搴山西

結婚おめでとうござい ます

氏　　 名
安 達　　 功
糾す 野　さない
閧　冂　正　敏
亦 坂　祐　子
商　野　輝　男
小 野 虹　子
佐 藤　幀　一
隋 ●　久美子

郎　滞
滝　 山
飛 折 町
飛 田 上
内 谷 西
島　 取

福 鳥 市
川　 内
r呆 原 町

おくやみ申し 上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 郎　落
佐　 肝 渭　蔵　　84　　 第　　七
斎　廊　ト　 ク　　64　　 μ　　田
佐 藤　ト　モ　　91　　 太 田 川
斎　邱　 ウ　ン　　 ９６　　 石母田北
斎　藤　久太郎　　61　　 川　 内

熏　
田　ヨ　 シ　　89　　 駅　 舸

阿　 郎　ひさこ　　82　　 只　　田
憧久間　 イサヲ　　83　　 哨　 一
鈴　木　　 登　　79　　 巾　 郎
咆　 野 昭　－　　75　　 第　　八
八　眷　ち　か　　64　　 徳 江 北

人 口 と 世 帯
４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

卩

･男5  , 7 人(  ｰ 3 )

･女6.2 人 く－ ４）

-  計 12.0  人 ( ｰ 7 )

世帯数2 戸(  十 3 )

転　入50 人

転 出58 人

出　生12 人

死 亡　11人

心配ごと相談日
場肝：役場二階相談窒 ４ 稠人ｍ･らお人９下さヽり

時聞： ９１梟～12晧

こまったことや、相談ごとがあり ましたら、

む飢軽にご相談下さい。 秘密は絶対に守り ます。

〔相談川

４月 日 ( 月）樋口　 弘・佐久間モト

５月６ｎ（金）菊地　平助・渋谷 愛子

５月14日 く土）吉田　三夫・長谷川キン

４月　卯月（ うづき）

18日（月）発明の日

科学技術週間

20日（水）毅　 雨

郵便辺間

29 日 ( 金 ) 天皇誕生日

５月　恥月（さつき）

ｌｎ（日）メーデー

５日（木）子どもの日

8 日 ( 日 ) 母の日

IO 日 (火）愛鳥週間



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

魯ｰ  2 6 7 6

（有) 4 ｰ 5 6 |

町
職
員
の
人
事
異
動
が
四
月
一
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
、
公
民
館
長
の
井

砂
研
二
さ
ん
が
教
育
次
長

に

。
ま
た
事
業
係
長
の
吉
田
貞
男
さ
ん
が
企
画
課
へ
、
体
育
係

長
の
奥
山
隆

夫
さ
ん

が
住

民
課
へ
そ
れ
ぞ
れ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

後

任
と
し
て

、
山
田

久
新
館
長
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た

、
社
会
教
育

指
導
員
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
た

、
牧
野
武

夫
さ
ん
が
三

月
三
十
一
日
付
で
退
職
さ
れ

、
後
任
に
阿
部
哲
三

さ
ん
（
宮
町

北
）

が
四
月
一
日
付
で

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

公
民
館
長
　
山
田
　

久

山田　久 館長

四
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
公

民
館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
事
業
は
、
町
民
と
め

ふ
れ

あ
い
か
多
く
。
ま
た
多
挿
多
様
な
職

務
で
あ
る
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た

非
才
の
私
に
は
爪
責
で
す
か
、
杵

様
方
の
ご
協
力
、
ご
指
岬
を
い
た
だ

き
、
よ
り
よ
い
公
民
館
活
動
の
伸
嵯

と
『
勉
康
で
心
豊
か
な
住
み
よ
い
町
』

づ
く
り
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て

杵
様
の
ご
期
時
に
心
え
た
い
と
存
じ

ま
す
。

何
と
ぞ
加
係
者
同
瞞
、
格
別
の
お

力
添
え
を
暘
り
ま
す
樣
貭
ね
て
お
願

い
し
。
就
任
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た

し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
教
育
指
導
員

阿

部
　

哲

三んさ三哲部阿

・
一
の
だ
び
図
ら
ず
も
社
会
教
育
指

導
ｎ

を
む
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
々

り
ょ
｀
’
』
た

永
躯
学
校
教
育
に
携
わ

ご

、
参
り

ま
し
た
が
、
吐
会
教
斤
而
は
恥
経
験

で
．や
安
も

ご
ぎ
い
ま
す
か
、
皆
ほ
な

の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
Ｉ

か
ら
殴
め
を
令
う
し
た
い
と
存
じ
ま

す
．『現

在
弘
た
ち
を
取
り
を
ぐ
社
会
の

竃
化
は
加
速
的
に
緊
ま
二

、
お
り
、

情
俄
は
の
川
人

Ｇ
　
三
　
付
ど
、

雀
涯
教
育
は
ま
す
ま
す
そ
の
呎
嚶
性

を
帯
び
て

き
て

い
ま
Ｆ
『
．

今
年
度
の
町
教
介
委
ほ
会
の
爪
点

施
策
の
中
に
も
．

一
自
‥ｈ

的
に
ｔ

き

か
い
を
水
め
る
吐
会
教
育
の
推
進
｀

が
ｋ
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
．

至
ら
ぬ
私
で
す
か
、
皆
様
方
と
北

に
、
社
会
叡
青
進
展
の
た
め
閇
い
っ

は
い
が
ん
ば
り
た

い
と
存
じ
ま
Ｆ
の

で
よ
ろ
’
‘く
お
叫

い
い
た
し
ま
Ｆ

牧野　武夫さん

感
謝
の
こ
と
ば

牧

野
　

武

夫

杜
会

教

育
指
導
ｎ

の
辞

令
を

い
た

だ
い
て
、

．．．年

の
月
日

か
あ

っ
と

い

う
間

に
過

ぎ
て

し
ま

Ｉい
た
よ
う

な
気

が

い
た
し
ま
す

公

鍵
館
の

事
業
の

巾
で
、

商
令
者

教
室

と
成
人

学
級
を

中
心

に
お
手

伝

い
を

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た

か
、

生
涯
教

育

の
重
要
性

を
つ
く

づ
く

感

じ

た
し
だ

い
で
す
．

多
く

の
方

々
の

ご
協
力

、

ご
支

扱

か
・
い
た

だ
き
、
ま

た
多
く

の
方

々
と

の

っ
な

が
り
を
む

つ
こ

と
か
で

き
、

ほ
ん

と
、１
に
あ

り
が

と
う

ご
ざ
い
ま

し

た
．

（

’
後

の
阯
会

教
育

の
伸
展

を
听

四

て

や
み

ま
せ
ん

．

公

民

館

職

員

の

人

事

異

動

(
)
内
は
川
任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

教
膏

次
長
　

呼

砂
研
一
．
（
館
長

）

企
画
係
長

吉
田
貞
脚
｛
事
業
係
長
｝

戸
籍
住
民
　

奥
山
隆
夫
（
体
宵
係
長
）

係
鰻よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

館
長
　
　

山
川

久
（
保
斤
所
艮
）

事
業
係
長

闘
僑
正
夫

ｎ
尸
研
住
民

係
艮
）

体
青
係
妊

占
川
比
司
（
徴
収
係
長
）

吐
会
教
育
指
導
‥‥
。
　
阿
郎
哲
ミ

昭
和
六
十
三
年
度

社
会
教
育
重
点
施
策

本
年
も
呎
点
施
策
を
次
の
と
お
り

定
め
火
施
し
ま
す
の
で
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
嘶
い
い
た
し
ま
す
。

記

二

帥
ぴ
ゅ
く
寿
少
年
敦
青
の
充
実

Ｃ
疔

少
年
指

導
者

の
青
成

Ｃ

必ｎ
少
年
リ

ー
ダ

ー
の
養
成

二
、
生
涯
学
習
の
機
余
の
他
大
と
内

容
の
充
実

Ｃ
文
化
講
演
会
の
実
施

Ｃ
各
楝
研
修
会
、
学
級
、
講
座
な

ど
の
内
容
の
充
実

三
、
文
化
活
動
の
推
進

Ｃ
芸
能
発
火
会
の
充
尖

０
史
跡
、
文
化
財
の
町
民
意
畿
の

商
揚

四
、
社
会
体
育
の
推
進

○
体
育
施
設
の
整
備
と
利
用
促
進

Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
青
成

Ｃ
ジ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
積
極
的

活
川



文
化
財
講
演
会終

わ
る

三
月
十
二
日
、
大
石
直
正
東
北
学

院
大
学
教
授
を
招
き
、
文
化
財
の
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

わ
か
町
に
は
、
国
指
定
史
跡
阿
津

賀
志
山
防
塁
（
二
重
堀
）
が
あ
り
ま

す
。
文
治
五
年
《
一
一
八
九
年
）
に

源
頼
朝
と
藤
原
泰
衡
が
争
っ
た
奥
州

合
戦
に
お
い
て
。
最
大
の
激
戦
で
あ

っ
た
阿
津
賀
志
山
の
戦
い
か
ら
、
来

年
か
八
百
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
そ

の
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
こ
の
合
戦
に
つ
い
て
一
層

ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
開
い
た

も
の
で
す
。

講
演
内
容
は
、
奥
州
藤
原
氏
と
防

塁
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
幅
広

い
見
地
か
ら
、
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
か
あ
り
ま
し

た
。

▲盛況だった文化財講演会

▲ 見事準優 勝し た国 見チ ーム

見
事
準
優
勝

～
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
県
人
会
～

一
。一
‥
1
1
1

‥‥
卜

六

、

卜

Ｌ

Ｈ

の

両

日

い

わ

き

市

（

ワ

イ

ア

ン

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

行

わ

れ

た

、

福

鳥

県

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

、

（

ワ

イ

ア

ン

セ

ン

タ

ー

削

立

一

。卜

周

年

記

念

存

の

親

淬

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

人

会

は

、

県

内

か

ら

瓦

卜

。
’
。

チ

ー

ム

↓
二
二

○

人

が

参

加

し

て

間

熊

さ

れ

ま

し

た

。

岡

兇

チ

ー

ム

は

、

日

ご

ろ

の

練

刻
‥

の

成

米

を

発

押

し

、

凖

優

勝

に

輝

き

ホ
｀
し

た

。

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に

加
人
さ
れ
ま
し
た
か
？

こ
の

傷
害

保
険

は
．

三
月

．．．ｊ

一

日
で
期

限
か
き

れ
ま

し
た
．

こ
の

保
険
は

、
偽

害
傑
険

と
賠
俄

μ

仟
保
険
を
組
み
あ
わ
せ
た
保
険
で

あ
り
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
ぴ
社
会
教
育
活

動
に
伴
う
事
故
の
補
俄
を
行
『
て
、

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
や
指
瞬
青
の
方

力
か
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す

。

ス
ポ
ー
ツ
の
幸
節
を
迎
え
、
ま
た

楽
し
く
行
う
た
め
、
万
一
の
事
故
に

備
え
て
ぜ
ひ
こ
の
保
険

に
加
人
し
。

活
動
に
専
念
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

申
込
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
Ｕ
ｆ

め
に
巾
込
ん
だ
ほ
う
か
よ
い
と
思
い

ま
す
。

テレピユー福島（Ｔ・Ｕ・Ｆ ）で

｢日 本画クラブ｣ を放映

とき：５月10 日 (火）

時間：午後５時55分～

街角からこんにちわ

町 民の皆さん、ぜひ。ごらんくだ さい。

再放送　 ５月11日　 朝６時25分

スポーツだより
５月実施予定の人会は下記のとおりですので多数ご

参加ください。

なお、実施日が変更 される場合がありますので、詳

しくは公民館にお問い合 わせください。

◇春季職場対抗ソフトボール大会

と　 き　 ５ 月８ 日（ 日）

ところ　 山崎 運 動場

◇県民スポーツ大会町予選会

壮年ソフトボール大会

と　き　５月29日（日）

ところ　山崎運動場

「
若

人
の

翼
」

団
員
を
募
集

て

派
遣
コ
ー
ス
と
応
募
資
格

○
欧
州
派
遣
（
―
・
ｎ

コ
ー
ス
）

団
只

昭
和
三
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
円
十
三
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
中
国
派
遣

団
員

右
同

○
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア
派
遣

団
員

右
同

○
南

米
派
遣

団
員

昭
和
三
十
年
四
月
二
日

か
ら
四
卜
一
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

団
員
に
つ
い
て
は
。
青
少
年
団

体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
加
入
し
、

現
に
活
動
し
て
い
る
優
れ
た
宵
年

ま
た
は
青
少
年
活
動
に
関
心
を
付

す
る
優
れ
た
青
年
で
、
海
外
研
修

後
に
活
発
な
青
少
年
活
動
を
行
う

こ
と
か
で
き
る
県
内
に
居
住
し
て

い
る
者
。

二
、
応
募
方
法

『
若
人
の
翼
』
申
込
書
な
ど
の

Ｉ

書
類
を
そ
ろ
え
。
五
月
十
一
日
ま

で
に
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
な
ど
の
書
類
は
町
教
育
委
口

会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、

く
わ
し
く
は
町
教
育
委
員
会
【
壼

八
五
‐
‘
二
一
一

】
）
ま
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。



万
一
に
備
え
万
全
!
!

～

本
番
さ
な
が
ら
訓
練
～

舂
の
林
野
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
加
に
、

三
月
ニ
ト
円
川
、
伊
達
地
方
消
防
机

へ
日
で
は
消
火
戦
術
の
向
上
を
目
指
し

た

一
総
ベ
ー
特
別
訓
練
一

を
観
爿
台
公

園
で
火
施
し
ま
し
た
．

訓
練
に
は
、
紹
介
本
部
、
中
火
哭
、

東
、
西
、
南
、
北
の
各
分
署
か
ら
ポ

ン
プ
車
な
ど
車
両
十
二
台
．
隊
員
五

卜

．
人
か
参

加
　

午

加
卜

時
、
観

り

台
公

園
北
西

の
住
七

か

ら
火
を
出

し

強
風

に
あ

お
ら
れ
南

束
万

而
に
燃
・
’ぺ

広
か

い
た
と

い
う
想

定
で
始

ま

り
ま

し
た
・

銀
色

の
消
防

服
に
身

を
囚

め

た
桝
員

た
ち

は
、
キ

ピ
キ

ビ
と
し

た

動

き
で

ホ

ー
ス
を
操

り
、

公
園
内

の

池

に
向

か

二

ヽ
放
水

し
ま

し
た

こ

れ
か
ら
火

災
か

多
発
す

る
ｆ

節

だ
け

に

”火

の
防
人

”
た
ち

は
、
心

剛

な
衣

佶
で
訓

練
に
収

り
糾

ん
で

い

ま
し

た

▲真剣に訓練する署員のみなさん

シ
ル
バ
ー
推
進
隊
が

産
　
声

安
令

は
自

分
た
ち

の
ｆ
で

守
ろ

う

Ｉ

と
、
町
老

人
ク
ラ

ブ

を
川
体

に

し
た
高
齢

抒

ド
ラ

イ

バ

ー
ク
ラ

ブ
の

】
国
見

町

シ
气
｛

Ｉ
交

通

安
令
推
巡

隊

｝
の

設
立
総
会

が
、
．『
．川

．
．
卜

四

日

、
町

民
福
阯

セ

ン
タ
ー
で

開
か

れ

ま

し
た

．

県
内
で

は
初

め
て
の

町
を

唯
げ
て

の
商

齢
者

ド
ラ
イ

バ
ー
ク
ラ

ブ
の
誕

生
で

、

ク
ラ

ブ

の
会

八

は
、
普

通
免

許
ハ

ト
Ｌ

人
、
自

動
二
幡

六

卜
八
」へ
、

瞭
助

機
付
自

転
亟
ｔ

二

人
の
べ
日
わ
せ

て
．白
ハ

ト

Ｌ
人

（
免
許
所

存
者

）
で

、

八

十
歳
以
Ｌ

の
男

性
一
．
人
と
女
性

円

人

が
含

ま

れ
、
ｆ

均
年

齢
は
六

卜
じ

歳
「設

立
総
余

に
は

、
こ
の

う
ち

の
約

．瓦
卜
人
か

川
席
　

隊
妊
の
藤

川
防
衛

と

」ヘ
タ
ラ

ブ
辿
ぺ
口
会
会

艮
か

、

‥
お

午

寄
り
の

ド
ラ

イ

バ
ー
は
こ

れ
か
ら

川
加

の

。
途
で

す
　

嘔

故
を

防
ぐ

た

め
に
も
、

こ
れ

か
ら

は
高
齢

抒
ド
ラ

イ

バ
ー・
ク
ラ

ブ
か
必
要

と
な

‘
て
き

ま
す

」
と

あ

い
气
ら

か
あ
り

、
斎
藤

卍
ｔ

ｊ

吻
Ｑ

輿

か
睨
約

案
を

説
叫
。

採
択

し
ま

し
た

続

い
て

。
人
川

。尸
桑

折
警
察

署
長

ら
か

睨
辞

を
述

べ
、
置

立
を
睨

い
ま

し

た‐
ン
气
（

Ｉ

交

通
安
ｔ

推
進

隊
で
は

、

今

後
。
運

転
講
押
会

や

バ
イ

ク
の
女

匆
巡

転
競
技

会

を
開
催
す

る

と
と
も

に
、

交
通
女
ｔ

運
動

や
交

通
安
令

バ

レ

ー
ｉ
ド
な

ど
に

参
加
、
会

員

の
厦
転

技
術

心
確

認
と

、
安
べＬ
運
転

の
意
識

高
揚

を
閥
一
。
て

い
く
こ

と
に

し
て

い

ま
す

。

あ県内朷のシルバー推進釼発足

6
0人
の
お
友
達

～
保
育
所
で
人
所
式
～

藤
川
保
育
所
の
人
所
式
か
、
叫
り

Ｌ
Ｈ
に
行
わ
れ
ま
し
た
　
人
所
し
た

の
は
．
一
～
二
歳
児
八
人
、
二
歳
児

ト
ー
人
、
叫
歳
児
三
卜
八
人
、
五
歳

児
．
．
廴
の
あ
わ
せ
て
六
‐

人
．
ｆ
ど

し
た
ち
は
、

．
人
ひ
と
り
名
的
を
呼

ば
れ
る
と
、
元
気
に
「
（

イ
ノ

と

返
嘔
　

’で
１

ぴ
り
緊
飯
し
な
が
ら

も
新
し
い
お
友
達
か
で
き
て
・
１
れ
し

そ
う
で
し
た
．

Ａ驛田保斉所のよい子たち

編

集

日

記

○
四
月

‐‐
日
付

人
嘔
賢

幼
に
よ

り

。

広
報

広
聴
係

を
担
町

す

る
こ

と
に
な

り
ま
し

た
小
内
侭

彦
で
す

。
前

任
膏

の
佐

藤
和

人
さ

ん
は

広
報
紙

づ
く
り

の

ベ
テ
ラ

ン
で

。

バ
ト

ン
タ

。
チ

を

受
け

た
今

、
浅
学

非
ｔ

の
私
は

そ
の

’叭
毀

を
痛

感
し
て

い
ま
す

。

○
汗

仟
ｕ
ｒ
々

、

カ
メ

ーソ
を

片
‥
に
か

け

て

、

さ

っ
そ

く

藤

川

小

幸
咬

と

県
北
中

学
校

の
人

乍
式
風
既

を
取

材

に
行

二

‘き

ま
し

た
が

。
カ
メ
ラ

む

痴

（
特
に

一
眼

レ
フ

）
の

私
は

。
絞

り
と

か
シ

″
。
タ

ー
速
度

と
か
聞

い

て

ら

ピ
ン

と
こ
な

い
の
で

、
シ

ャ

／

タ
ー
を
押

す

た
び

に
う

ま
く

写

二

ヽ

い
る
か

ど
う

か
心
配
で

し

た
。
今
月

吁

の
表
紙

は
第

一
作

目
で
あ

り
、
新

人

生
と
同

じ
く

、
私

に
と

っ
て
し
記

念

す

べ
き

一
收

と
な

り
そ

う

で
す

。

０
桜

前

線
が
北
Ｌ

中
で

す
か

、
旅
行

好

き
の
私

は
ど

こ
か
見

知
・
朽
ぬ
Ｌ

地

に
出

か
け

た
く
な

り
、
毎

晩

、
地
図

と

ガ
イ
ド

プ

レ
ク
と
に

ら
め

ご

』
し

て

い
ま
す

、

○
今

後
は

、
よ
り
多

く
の

町
民

の
皆

さ
ん

に
親
し

ん
で

い
た

だ
け
る
よ

う

な
広
報

紙

づ
く
り

に
つ

と
め
た

い
と

思

い
ま

す

。
広
報
紙

に
つ

い
て
の

意

・見
や
身

近
な

話
題
な

ど
か
あ

り
ま

し

た
ら

ご
連
絡
く

だ
さ

い
’‐

ま

た
、

収

吋
に
う

か
か
一つ
た
時

に
は
よ

ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す

。

鵞
叮
・
編
Ｉ

国
見
町
企

者
　
第
島
県
伊
達
郡
国
ｌ
町
人
字
繭
川
字
．ｒ

Ⅲ
．
．２
の
Ｉ

一

九
六
九
Ｉ

．
ヒ
　

ａ

匸
・
．
．四
瓦

」
八
八
…

．
…

一
代
表
一
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